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Web上 に存在す る膨大 なテキス トは広い分野をカバー してお り，巨大な知識源 と

考えることができる．テキス トを知識源 として活用するには，個々のテキス トに含

まれ る情報を抽 出し構造化され た形式に変換する必要があ る．本論文では，情報検

索や質問応答な どのアプ リケー ションにおいて重要な知識源 となる実世界の実体 を

指 し示す固有名詞間の関係情報を抽 出することを 目的とす る．

本研究で抽出する関係情報は，個 々の文書 （D）で言及 されている意味的な関係 の

ある固有名詞の組 （X，Y）とその間の関係 （R）を ［X，Y，R，D］ の構造化 され た形 で

表現 した情報 である．例 えば，「浅田真央の姉の舞 は…」の文書 （ID＝001） か ら抽

出される関係情報は ［浅田真央，舞，姉，001］ となる． この例では，固有名詞間の

関係を表す表現 「姉」が文書 中に明記されているが，明記 されていない関係情報 も

本研究では抽出対象 とす る．例 えば，「民主党 の鳩 山氏は…」 の文書 （ID＝002） か

らは，関係を示す表現が文書 中に明記されていないが 「民主党」 と 「鳩山」の間に

「党員」の関係がある と読み取れ るため，関係情報 ［民主党，鳩山，党員，002］ が

抽出できる．

上記 の2種 類 の関係情報を抽出するために，本研究では，（1）入力文書内で共起す

る固有名詞 の組から何 らかの関係を有する組を選択 し （関係性判定），（2）選択され

た組が どういう関係にあるのかを示す表現を入力文書か ら抽出 （関係表現 同定） し，

（3）関係を示す表現が文書 中に存在 しない組の関係を推定する （関係推定），3つ の

タスクに分 ける．（1）関係性判定 タス クは，従来，同一文内で共起する組に対 して関

係 の有無を判定することはできたが， 日本語において頻 出する文をまたいで共起す

る組に対 して判定することはできなか った．そこで，照応解析で用い られてい る文

脈 的情報を関係性判定 タスクに適用 し，文をまたいで共起する組に対 して も判定可

能な手法を提案 した．（2）関係表現同定 タスクでは，文の構造情報だけでは関係表現

か判断できない事例 に対 して，大規模テキス トか ら自動獲得 した2種 類 の外部知識

を利用する手法を提案 した．1つ は関係を示す名詞を推定 した語彙的知識で， もう

1つ は対象組の過去の関係か ら現在の関係を予測する関係予測 モデルである．評価

実験 では提案 した2種 類の外部知識を用いることの有効性を確認 した．（3）関係推定

タス クにおいては，関係情報の類似性 に基づ く推定手法の根幹を担 う類似度尺度に

ついて、上記 （1）（2）のタスクで 自動獲得された関係情報に基づ く従来の固有表現組

（X，Y）の類似度 と固有表現組 の出力す る文書 （D）の類似度を組み合わせ た尺度を提

案 した．評価実験 では2種 類 の類似度の混合割合を変えた実験を実施 し，提案手法

の有効性を確認 した．



氏 名 平野 徹

（論文審査結果の要旨）

平成24年7月24日 に開催 した公聴会の結果を参考に平成24年9月5日 に本博士

論文の審査を行 った．以下の とお り，本博士論文は，提案者が独立 した研究者 とし

て，研究活動を続けてい くための十分な素養を備えている ことを示す もの と認める．

平野 徹は，本博士論文において，大規模なテキス トデータか ら，固有名詞問の関

係情報を抽出す る手法を提案 した．従来行 われている類似研究では，固有表現 の関

係を1つ あるいは少数 の限定 された関係を対象に してい るか，あるいは，関係名が

明示的に表現されたテキス トか らの抽出を対象 とすることが多かった．本論文では，

固有名詞間の関係を限定せず，かつ，関係名が具体的に示 されていない固有名詞間

の関係 を自動推定する とい う，従来研究に比べ て遥かに広い範 囲を対象 にする方法

を提案 した．本研究の特徴 は次のようにまとめる ことができる．

1．テキス ト中に存在する2つ の固有名詞 の関係が，テキス ト中に明示的に現れる

場合だけでな く，明記 されていない場合をも対象 に，固有名詞 間の関係抽出手

法を提案 した こと．

2．テキス ト内の固有名詞 として，1文 中やある特定の表現 で結 ばれた狭い範囲に

出現す る組だけを対象 とするのではな く，照応解析の手法を利用 して，文をま

たいで出現する固有名詞 の組か らも関係抽出が可能であることを示 したこと．

3．固有名詞間の関係推定を行 うために，関係を表現する単語の特徴に関する考察

を行い，その特徴を明 らかにする客観的な方法を提案 した こと．また，特定の

固有名詞の間の関係の時間的な変化を学習することによ り，過去の関係を利用

し，現在の関係を推定する手法を提案 したこと．

4．固有名詞間に明示的に示されていない関係抽出のため，固有名詞の組の類似性

に加えて，それ らの組が出現する文書 の類似性を利用 した手法を提案 し，その

有効性を確認 した こと．

大規模テキス トデー タに出現す る固有名詞の間の意味関係抽 出のための種々の手

法を提案 した本研究は，独創性が高 く， しか も実用的であ り，自然言語処理の分野

において高い貢献があると評価す る．

よって，本論文は，博士 （工学）の学位論文 として価値あるものと認める．


